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17. タイ土驚食用植物の抗変異原性と活性成分

〔要約〕タイ土着食用植物ミク ロメラム・ミヌタム、モクコチョウ 、ハマネナシカズラ、 インドセンダ

乙及びリステア ・ペティオラータは強い抗変異原性を示す。 ミク ロメラム及びモクコチョウに含まれる

抗変異原活性成分はそれぞれ、マハニン及びバイカ レインである 。両物質は他に抗菌活性、がん細胞増

殖抑制効果等を示す。

所属 国際農林水産業研究センタ ー ・食料利用部 I連絡先 I029(838)6358 

推進会
国際農林水産業 専門 加工利用 対象 他の葉茎菜類 分類 国際

議名

［背景 ・ねらい］

変異原物質の働 きを抑える こと により発がんの リスクを低減できるとの考えから 、抗変異原物質を含

む食品素材に大きな関心が寄せられている。タイでは数百種類以上の土着の山野草を含む多様な植物が

食用 ・薬用等に利用されてお り、これまでの研究か ら、強い抗変異原物質を含むものが存在する可能性

が高い。そこで、タイの土着食用植物の中か ら抗変異原性の強いものを見出して、成分を同定し、利活

用の拡大を図ることをねらう 。

［成果の内容 • 特徴］

I. 108種のタイ土着食用植物の中で、 ミクロメラム ・ミヌタム (Micromelumminutum、 ミカン科）、モ

クコチョウ (0 l roxy um ,nc 1cum、ノウゼンカズラ科）、ハマネナシカス フ (Cuscutachinensis、ヒルガオ

科） インドセン ダン（ ・Azadirachta indica、セノ ダン科）及びリステア ・ペティオラータ (Litseapetiolata、

クスノ キ科）の 5種の食用植物のメタノ ール抽出物が特に強い抗変異原活性 （エームス試験法）を示

す （図 l)。

2. ミクロメラム・ミヌタム （新葉）に含まれる主要な抗変異原成分はカルバゾールアルカロイドの一種

であるマハニンである （図 2)。マハニンは、インド周辺諸国でカレー料理に用いられているスパイス

の 1つカ レーリー フか ら見つかっている他は、あまり知られていない。

3. マハニンは、抗変異原活性以外にも多様な生理機能性を示す（表 l)。

4. モクコチョウ （果実）にまれる主要な抗変異原成分はフラボンの一種であるバイカレインである （図

3)。バカレインは他に抗菌活性、がん細胞増殖抑制活性を示す。

［成果の活用面・ 留意点］

I. マハニン、バイカ レインともに水に溶けにくい物質であるが、現地では茄でたり 、あるいは摺りお

ろしたりするなど野菜自体を食べているため摂取可能である。

2. 人休への吸収、代謝などを検討し、実際に生体で機能性が発現するか否かを確かめる必要がある 。
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［具体的データ］

ミクロメラム・ミヌタム

モクコチョウ

ハマネナシカズラ

ィンドセンダン

□ 89 口14 Iリステア・ペティオラータ

ログループA(非常に強い活性）

ログループB(強い活性）

ログループC(弱い活性・活性なし）

図 1 タイ土藩食用植物の抗変異げ原活性分布
グループ Aは0.1mg乾物当量以下、グループ B

は0.1~ 1.0mg乾物当量の植物抽出物により 、突

然変異を 90%阻害する （エームス試験法）。 グルー

プCは1.0mg当量で90%以下の阻害しか見られ

ないもの。数値は、各グループに含まれる野菜の
種類。温帯野菜のほとんどはグループCに分類さ

れる。例えば、我が国の野菜の中で抗変異原性が
比較的強いホ ウレンソウの場合、90%阻害するの

に必要な量は数十mgである。

表 1 マハニンの様々な生理機能性

・抗変異原活性（エームス試験法）

・チトクロム P450酸素添加酵素の阻害

・がん細胞に対する増殖抑制効果

・グラ ム陽性菌と酵母に対する抗菌活性

・トポイソメラーゼの阻害

・抗酸化性 (DPPHラジカル捕捉能）

・殺蚊活性

・抗炎症活性

下線の項目は、本研究により 明らかとな ったもの。
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図2 ミク ロメラム ・ミヌタムの新葉と
単離された抗変異原物質マハニン
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図3 モクコチョウ （果実が実っている）
と単離された抗変異原物質バイカ
レイン
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